
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
恵
美
子
選
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道
の
べ
の
炎
の
よ
う
な
彼
岸
花

空
に
む
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
咲
く
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

首
筋
を
伸
ば
し
て
空
を
仰
ぎ
つ
つ

歩
め
ば
意
欲
も
湧
き
く
る
よ
う
な
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

子
供
た
ち
を
見
て
微
笑
す
る
娘

そ
れ
を
見
て
い
て
た
の
し
い
私
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

蝉
の
声
し
き
り
に
す
る
を
聞
き
な
が
ら

朝
夕
の
風
涼
し
く
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
南
5

石
原
十
三
子
　

暗
闇
で
自
分
の
頬
を
た
た
き
み
る

蚊
を
仕
留
め
た
り
思
い
が
け
な
く
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

一
人
居
の
ひ
と
日
の
終
り
虫
を
聞
く
　
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

蕎
麦
の
花
秩
父
の
山
の
晴
れ
渡
る
　
　
　
　
　
桜
5

福
田
美
代
子

乱
れ
た
る
萩
を
被
さ
り
水
子
仏
　
　

本
4

高
瀬
翡
浪
子

足
腰
の
ほ
か
は
健
や
か
生
身
魂
　
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

木
犀
の
散
り
く
る
木
椅
子
ゆ
つ
た
り
と
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

露
け
さ
の
坂
ゆ
る
ゆ
る
と
行
き
に
け
り
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子

曼
珠
沙
華
地
蔵
菩
薩
を
囲
み
咲
く
　
　
　
　
　
坂
2

栗
田
　
節
子

何
や
彼
や
語
り
か
け
た
る
星
祭
　
　
　
　
　
　
八
2

平
田
　
郁
子

ふ
ろ
し
き
を
皮
算
用
で
広
げ
す
ぎ
　
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子
　

生
き
上
手
固
い
決
意
で
歩
を
の
ば
し
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

長
生
き
を
誣
い
て
応
え
た
体
操
着
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

山
深
い
静
か
な
ホ
テ
ル
星
数
え
　
　
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

ま
た
ひ
と
つ
夢
が
か
な
っ
て
み
ち
の
く
へ
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

外
力
士
言
葉
の
壁
も
な
ん
の
そ
の
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

一
票
の
重
み
動
か
す
世
の
流
れ
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

飽
き
も
せ
ず
又
又
観
て
る
時
代
劇
　
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶
　

日
　
時

11
月
11
日
（
水
）
午
後

2
時
か
ら

場
　
所

市
役
所
2
階
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
　

内
　
容

和
田
行
男
氏
（
大
起
エ

ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ
）
に
よ
る
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
※
費
用
は
無
料

問
合
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
1

2
8
5
・
2
0
5
0

日
　
時

11
月
13
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

場
　
所

西
公
民
館

内
　
容

「
料
理
教
室
」
手
軽
に

お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

講
　
師
　
佐
藤
玲
子
氏

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

（
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

い
ず
れ
も
申
込
み
・
問
合
せ
は

1
2
8
4
・
1
2
5
0

A

第
3
回
認
知
症
家
族
の
集
い

日
　
時

11
月
19
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
、
家
族
会
の
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

内
　
容

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と

や
悩
み
、
経
験
談
な
ど
を
気
軽
に

話
し
ま
し
ょ
う
。※
費
用
は
無
料
、

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

A

高
齢
者
福
祉
施
設
見
学
会

日
　
時

11
月
26
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

介
護
老
人
福
祉
施
設
ベ

ル
ホ
ー
ム
※
現
地
集
合

定
　
員
　
15
人
※
費
用
は
無
料

日
　
時

11
月
20
日
（
金
）
午
後

6
時
半
〜
8
時
半

場
　
所

蕨
自
治
会
館

内
　
容

テ
ー
マ
「
自
分
ら
し
い

働
き
方
を
目
指
し
て
」、
講
師
＝

薮
本
雅
子
氏
（
元
日
本
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
定
員
70
人

申
込
み
・
問
合
せ

電
話
ま
た
は

E
メ
ー
ル
（
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

連
絡
先
を
明
記
）
で
、
県
勤
労
者

福
祉
課
1
0
4
8
・
8
3
0
・
4

5
1
3
、
E
メ
ー
ル
・a4510-

02@
pref.saitam

a.lg.jp

ま
た
は
、

蕨
市
商
工
生
活
室
1
0
4
8
・
4

3
3
・
7
7
5
0
、
E
メ
ー
ル

shouko@
city.w

arabi.saitam
a.jp

市
民
が
商
店
街
に
何
を
求
め
る

か
、
商
店
会
は
市
民
に
何
を
提
供

で
き
る
か
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時

11
月
12
日
（
木
）
午
後

2
時
か
ら

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ
2

階
多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
せ

市
商
工
会
1
2
8
1
・

5
5
5
5

日
　
時

11
月
1

日
（
日
）
〜
16
日

（
月
）
午
前
9
時
〜

午
後
4
時

場
　
所

市
役
所

問
合
せ

彩
の
菊
花
会
・
木
村
1

2
8
4
・
8
1
0
7

買
い
物
し
や
す
い
街

づ
く
り
意
見
交
換
会

介
護
の
日
「
記
念
講

演
会
2
0
0
9
」

認
知
症
予
防
教
室

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

労
働
セ
ミ
ナ
ー

第
14
回
彩
の
菊
花
会

「
菊
花
展
覧
会
」

労働保険は、「労災保険」と「雇用保険」
の総称で、政府が管掌している保険制度で
す。
原則として労働者を一人でも雇用する事
業主は、加入手続きを行い労働保険料を納
付する必要がありますので、未加入の事業
主の方は、加入の手続きをお願いします。
問合せ 埼玉労働局労働保険徴収課

1048－600－6203

11月は「労働保険適用促進月間」



申
込
み

事
前
申
込
み
は
不
要

で
、
当
日
時
間
内
に
現
地
へ
。

問
合
せ

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

1
0
4
8
・
4
2
1
・
5
8
6
1

日
　
時

11
月
14
日

（
土
・
県
民
の
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3

時
※
雨
天
決
行

場
　
所

埼
玉
高
速
鉄
道
浦
和
美

園
車
両
基
地
（
浦
和
美
園
駅
下
車

徒
歩
7
分
、
駐
車
場
な
し
）

内
　
容

運
転
席
体
験
、
保
守
点

検
車
両
や
洗
車
機
内
の
電
車
乗

車
、
鉄
道
模
型
コ
ー
ナ
ー
な
ど

費
　
用

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ

埼
玉
高
速
鉄
道
株
式
会

社
1
0
4
8
・
8
7
8
・
6
8
6

5
（
平
日
の
み
）

日
　
時

11
月
20
日
（
金
）
午
後

6
時
半
か
ら

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

出
演
者

柳
家
権
太
楼
、
三
遊
亭

白
鳥
、
柳
亭
こ
み
ち
、
三
升
家
う

勝
、
古
今
亭
だ
ん
五

参
加
費

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時

11
月
28
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時
半

場
　
所

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
1
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

テ
ー
マ
「
時
代
の
変
化

を
乗
り
切
る
生
き
方
」、
講
師
＝

森
永
卓
郎
氏
（
獨
協
大
学
教
授
、

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
）

費
　
用

無
料（
定
員
2
0
0
人
、

先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ

電
話
ま
た
は

F
A
X
（
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
）
で
。
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
1
0
4
8
・
2
6
1
・
0
9

9
5
、
F
A
X
0
4
8
・
2
6

1
・
0
9
6
2

日
　
時

12
月
11
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル

対
　
象

参
加
企
業
＝
約
25
社
、

参
加
学
生
＝
22
年
3
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

方
（
1
〜
3
年
以
内
の
既
卒
者
参

加
可
）、
履
歴
書
持
参
、
予
約
不
要
、

入
退
場
自
由
で
す
。

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

知
的
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ま
と

親
の
皆
さ
ん
、
障
害
者
と
の
ふ
れ

あ
い
に
興
味
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
費
用
は
無
料
で
す
。

日
　
時

12
月
20
日
（
日
）
午
前

11
時
か
ら

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館
2
階

申
込
み
・
問
合
せ

12
月
5
日

（
土
）
ま
で
に
、
鳩
ヶ
谷
・
知
的

障
害
者
親
の
会
・
角
田
1
0
8

0
・
1
1
2
4
・
1
2
6
0
へ

め
ぐ
る
法
律
知
識
※
費
用
無
料
　

申
込
み
・
問
合
せ

各
回
の
前
日

ま
で
に
、
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー
1
0
4
8
・
7
1

0
・
5
6
6
6
ま
で

日
　
時

11
月
14
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
戸
田
市
笹
目
5
〜
37
〜
14
）

内
　
容

下
水
道
施
設
を
開
放

し
、
探
検
ツ
ア
ー
を
開
催
。
ス
タ

ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る

と
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。

事
務
局
1
0
4
8
・
8
6
3
・
8

7
1
4

日
　
時

q
11
月
11
日
（
水
）、

w
11
月
18
日
（
水
）、
e
11
月
25

日
（
水
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

正
午

場
　
所

q
w
さ
い
た
ま
共
済
会

館
、
e
埼
玉
会
館

内
　
容

q
知
っ
て
お
き
た
い
夫

婦
の
法
律
知
識
（
離
婚
等
）、
w

知
っ
て
お
き
た
い
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
法
律
知

識
、
e
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
を

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
方
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

さ
い
た
ま
検
察
審
査
会

11
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求
人
企
業
合
同
面
接
会

女
性
の
た
め
の

法
律
講
座

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
ら
ご
出
席
を
！

埼
玉
高
速
鉄
道
㈱

「
車
両
基
地
見
学
会
」

下
水
道
水
循
環
セ
ン

タ
ー
の
探
検
ツ
ア
ー

第
34
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

金
融
・
経
済
講
演
会

つ
く
し
の
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

さ
わ
や
か
な
秋
の
日
、
法
性
寺

ふ
る
さ
と
の
森
周
辺
を
歩
い
た
。

法
性
寺
ふ
る
さ
と
の
森
は
面
積

1
・
5
ha
、
シ
イ
・
シ
ラ
カ
シ
・

ク
ス
・
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
樹
齢
数
百

年
の
大
木
の
森
で
、
森
の
中
は
野

鳥
の
鳴
き
声
に
満
ち
て
い
る
。
昭

和
20
年
代
の
航
空
写
真
で
は
、
う

っ
そ
う
と
し
た
森
林
が
連
な
っ
て

い
た
が
、
現
在
で
は
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
周
辺
の

斜
面
林
と
と
も
に
、
本
市
で
は
貴

重
な
自
然
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
森
の
東
隣
に
、
湧
水
を
水

源
と
す
る
湧
水
公
園
が
あ
る
。
静

か
な
環
境
の
中
で
、蝶
や
ト
ン
ボ
、

水
生
植
物
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の

風
情
を
楽
し
め
る
。

鳩
ヶ
谷
の
地
形
は
、
見
沼
代
用

水
を
境
に
、
南
北
に
分
か
れ
る
。

北
部
は
火
山
灰
で
生
成
さ
れ
た
関

東
ロ
ー
ム
層
（
赤
土
）
の
高
台
で
、

南
部
は
縄
文
時
代
に
海
底
が
海
水

後
退
に
よ
り
で
き
た
低
地
で
あ
る
。

湧
水
は
、
北
側
の
高
台
（
標
高

15
〜
20
ｍ
）
に
降
っ
た
雨
水
が
貯

ま
り
、崖
下
に
噴
出
す
る
も
の
で
、

か
つ
て
は
湧
水
池
が
何
か
所
も
あ

っ
た
。
特
に
、
青
少
年
会
館
西
側

や
鳩
ヶ
谷
中
央
病
院
北
側
に
は
、

水
量
豊
富
な
湧
水
池
が
あ
っ
た

が
、
今
は
枯
渇
し
て
い
る
。
病
院

近
く
の
鳩
ヶ
谷
福
音
教
会
東
側
に

は
、
弁
天
池
が
あ
っ
て
、
周
辺
農

地
の
水
源
と
な
っ
て
い
た
。
弁
財

天
信
仰
の
石
造
物
が
今
も
残
さ
れ

湧
水
の
里
づ
く
り

て
お
り
、
往
時
を
忍
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

国
は
、
地
域
の
暮
ら
し
の
中
に

溶
け
込
ん
で
い
る
湧
水
池
を
名
水

百
選
、
平
成
の
名
水
百
選
な
ど
で

指
定
し
、
顕
彰
し
て
い
る
が
、
湧

水
池
の
荒
廃
は
進
ん
で
い
る
。

本
市
の
湧
水
公
園
は
、
名
称
に

湧
水
の
名
を
留
め
る
も
の
の
、
湧

水
の
水
量
は
細
く
、
水
源
や
水
路

の
保
全
も
不
十
分
で
あ
る
。
周
囲

の
斜
面
林
と
一
体
と
な
り
、
湧
水

に
よ
る
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、
昆

虫
、
両
生
類
、
そ
し
て
水
生
植
物

等
に
満
ち
た
自
然
空
間
に
は
、
残

念
で
あ
る
が
、
ま
だ
程
遠
い
状
況

で
あ
る
。

今
後
、
水
源
の
保
全
や
斜
面
林

の
活
用
、
湧
水
公
園
部
分
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
等
を
検
討
し
、
鳩
ヶ
谷

ら
し
い
「
湧
水
の
里
」
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
。


